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治療が上顎または下顎 治療が上下顎

• 対合歯

• 治療する顎のイン・シチュ

（補綴部をセットした状態）

• 咬合

• 補綴物（裏面含む）

• スキャンボディ

• 粘膜面（SRAまたはミニコニカル含む）

• 上顎イン・シチュ（補綴部をセットした状態）

• 下顎イン・シチュ（補綴部をセットした状態）

• 咬合

• 上顎補綴物（裏面含む）

• 下顎補綴物（裏面含む）

• 上顎スキャンボディ

• 下顎スキャンボディ

• 上顎粘膜面（ SRAまたはミニコニカル含む）

• 下顎粘膜面（ SRAまたはミニコニカル含む）
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必要なスキャン
※2026年4月時点

※スキャンのスキップが可能なので
補綴物のスキャン（下表の緑字）は任意になります



オーダー入力
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ホーム画面の「ブリッジ」をクリック



オーダー入力

4

修復するアーチを選択
「上顎」または「下顎」または「両方」

患者を入力

アバットメントを選択
「Straumann SRA 4.6」または「Neodent Mini Conical 4.8 」

オーダー入力後クリック



スキャン
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対合歯をスキャン

スキャン後クリック



スキャン
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イン・シチュ（補綴物をセットした状態）をスキャン

スキャン後クリック



スキャン
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咬合をスキャン

スキャン後クリック



スキャン
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スキャン後クリック

補綴物（裏面含む）をスキャン

※インプラント接合部を確実にスキャン
（粘膜データとのマッチングポイントになるため）



スキャン
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スキャン後クリック

スキャンボディをスキャン

※ワンウェイスキャン必須
スキャンボディの形状が同一のため、ワンウェイスキャンを

行わないと部位を誤認識する場合があります



スキャン
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スキャン後クリック

アバットメントと周囲の歯肉をスキャン

※アバットメント形状を確実にスキャン
（補綴物データとのマッチングポイントになるため）



レビュー

11

データ確認後クリック

スキャンデータの確認（スライダーで表示切替）
ユニット数に応じて、データが1つに統合
される場合と2つに分かれる場合があります。



エクスポート
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AXSまたはローカルへエクスポート



THANK YOU
ANY QUESTIONS?
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